
東京都における認知症サポート医の活動状況調査結果（概要） 資料７

【調査期間】平成27年11月16日～12月9日

【方 法】郵送法により自記式アンケート調査

【有効回答】262名（回収率34.7％）

【実施機関】認知症支援推進センター（東京都健康長寿医療センター）

【目 的】東京都の認知症サポート医の活動状況の把握

【対 象】都内の認知症サポート医 ※H27年11月1日時点754名
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＜関与内容＞ (n=69,複数回答可)

区市町村の認知症関連事業への参画

かかりつけ医対応力向上研修への関与

認知症サポート医の制度は十分活用されていると思うか
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＜思わない理由＞ (n=222,複数回答可)

＜自由意見＞

●サポート医へのその後のフォローアップが弱い。

●２日間の研修を受けただけでサポート医というのは、無理があると思う。

仮に、他の医師に相談されても、経験不足で自信をもって対応できない。
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●２日間の座学だけで取得できるサポート医個人任せでは、サポート医が増えても

「使えるサポート医」が育たない。

●研修を受講しただけで認知症サポート医になれるため、質がバラバラ。
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